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三井金属あげおコミュニティセンターホール

11月9日(土)
開演：14時00分（開場：13時30分）

令和６年令和６年

９月19日(木)13:30～15:00

８月17日(土)９時よりチケット販売開始
三井金属あげおコミュニティセンター、イコス上尾、
あげお富士住建ホール(文化センター)にて取り扱い

※ コミュニティセンターでは電話予約もできます（8/17(土) 10時より受付）

シテ方で出演の観世流・梅若泰志氏
より、能の基本や11月９日公演の
みどころを解説していただきます。
実演や体験のコーナー、ワキ方で
出演の下掛宝生流・安田登氏との
対談コーナーなど、贅沢な内容です。

三井金属あげおコミュニティセンターホール

開演：14時00分（開場：13時30分）

11月9日(土)

受講
無料

◇ 入 場 料 ◇

全席指定

・ 未就学児の入場はご遠慮願います。
・ ご購入後のチケットのキャンセルや

変更、紛失による再発行は
できません。

4,000円
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キ
ツ
レ

高
橋
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光

【お問合せ】 三井金属あげおコミュニティセンター 埼玉県上尾市柏座四丁目2-3 048-775-0866

【主 催】 公益財団法人上尾市地域振興公社 【後 援】 上尾市 / 上尾市教育委員会 / 上尾市観光協会 【協 力】 株式会社 能楽プロ
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どなたでも参加できます。受講希望の方には、8月17日(土)より、
コミュニティセンター窓口にて受講券を発行します。

※ 本公演のチケットを購入された方を優先とさせて頂きます。

梅若泰志氏 安田登氏

能に観る源氏物語

プレセミナー



「源氏供養 舞入」

酒好きの甥が、鬼に化けて

伯母の営む酒屋の酒をせしめ

るが、しだいに酔いが回って

…。能ではありえない面の扱

いも見どころ。

「伯母ヶ酒」

黄檗東本流 大熊鶴泉氏のご厚意により、
開演前にロビーで煎茶のおもてなしが
あります。

※ 出演者は変更になる場合がございます。変更の際
の払い戻しは致しかねます。

※ 写真・ビデオ撮影および録音等はご遠慮ください。

梅若 泰志

観世流能楽師。

1967年 上尾市に生まれ、桶川市に育つ。

梅若万三郎に師事。

1991年 日本大学卒業。

在学中より謡・仕舞の稽古を始め、1989年 梅若万三郎家に入門。

1997年に独立。東京都各地で演能の他、海外公演にも多数参加。

上尾市・桶川市で能の普及に努めている。

2015年 キラリ☆あげおPR大使に就任。

重要無形文化財総合指定保持者。

〔 会 場 〕三井金属あげおコミュニティセンター ホール
上尾市柏座４-２-３ ０４８-７７５－０８６６

〔 会場案内 〕JR高崎線 上尾駅西口から
〇 徒歩約15分
〇 東武バスウエスト（上尾駅西口１番乗り場から、西上尾第一団地(西柏座経由)行き、

または西上尾車庫行きに乗車、「弁財入口」バス停で下車すぐ
              ※ 駐車場に限りがありますので、ご来場の際は公共の交通機関をご利用ください。
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あげお能・狂言鑑賞会あげお能・狂言鑑賞会あげお能・狂言鑑賞会

能

狂 言

※ 令和６年４月１日より、上尾市コミュニティセンターは
三井金属あげおコミュニティセンターの愛称になりました

三井金属あげおコミュニティセンター
ホームページ

うめわか やすし

石山寺の観世音に詣でる安居院法印。その道すがら、里の女が

現れ、源氏物語の供養をしてほしいと頼まれる。

法印は女との約束を守り、源氏物語と紫式部の弔いを行った。

すると、里で会った女が現れ、それは紫式部の霊だという。法印

の弔いに感謝し、布施に美しく舞を舞う…。

当時、物語を書くということは「狂言綺語」といい、仏法にい

う「妄語」の罪で、虚構の物語を読んだ読者もまた地獄に落ちる

とさえ言われていました。

「源氏供養」は、「源氏物語」と作者・紫式部に対する供養の

場面を描いています。

みどころは、紫式部の舞いの場で、後世にわたる成仏を願うな

か、「源氏物語五十四帖」のうちの二十六の巻名が織り込まれて

います。

世の無常や人生の儚さを謡い、極楽往生を願う美しい舞いを、

じっくりと味わって頂きたい演目です。
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リ

地
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入

― 雲林院のシテ(在原業平)、融のシテ(源融)は、ともに光源氏のモデルとされています ―

― このポスターの背景の絵は、土佐光起(1617-1691)作「源氏物語絵巻五帖 若紫」から使用しています ―

あ ご いの ほういん

きょうげん き ぎょ

もう ご

お ば が さけ

げん じ く よう

まい いり

おうばくひがしほんりゅう

うんりんいん とおる
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